
  

新しい年を迎え、初釜を行いました。２０２５年もお稽古に精進します。入部希望者随時募集して

います！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初釜とは、新しい年を迎えて開く初めての茶会のことです。月に一度お稽古してくださる外部講

師の仁平先生がおもてなしをしてくださいます。校長先生もお席入りしてくださいました。金銀が

茶碗の内側に塗られたシマダイの茶碗で濃茶を頂きました。いつもいただく薄茶とは違ったお味に、

１年生は驚きと感激だったようです。 

お正月用に作っていただいた干菓子です。羽

子板、梅と縁起の良い形も初釜ならでは。毎月

季節にあった花、茶道具を使ってお稽古をでき

る事に感謝し、これからも部員一同精進して参

ります。今年の目標は４月に新入部員を沢山迎

えることです。随時部員募集しています。 

床の間に飾った香合は、

宝づくしの絵柄の入った

打ち出の小槌です。 

表千家の初釜では「春

入千林処々鶯（はるせ

んりんにいるしょしょ

のうぐいす）」のお軸を

掛けます。春になり林

という林から鶯の声が

聞こえてくる風情。 

 左上部には結び柳と

紅白椿を飾るのも初釜

特別なものです。 


